
一般質問

大
塔
町
宇
井
の
今
後
に
つ

い
て

吉
田　

避
難
場
所
と
な
っ
て
い

る
「
ふ
れ
あ
い
交
流
館
」
が
４

月
１
日
か
ら
閉
鎖
さ
れ
る
と
聞

い
て
い
る
が
、
閉
鎖
に
伴
う
避

難
所
の
見
直
し
に
つ
い
て
尋
ね

る
。

危
機
管
理
監　

旧
大
塔
小
中
学

校
を
改
修
し
た
上
で
避
難
所
を

旧
大
塔
小
中
学
校
に
変
更
す
る
。

吉
田　

地
元
は
了
承
し
て
い
る

の
か
。

都
市
整
備
部
長　

昨
年
11
月
16

日
に
、
大
塔
地
区
自
治
会
長
に

説
明
し
閉
鎖
に
つ
い
て
了
解
を

い
た
だ
い
た
。

吉
田　

し
か
し
旧
大
塔
小
中
学

校
は
、
低
い
所
に
あ
り
河
川
に

も
近
い
。
大
雨
や
ダ
ム
の
放
水

等
が
あ
る
の
で
、
十
分
気
を
付

け
て
も
ら
い
た
い
。

西
吉
野
町
「
き
す
み
館
」

に
つ
い
て

吉
田　

西
吉
野
町
き
す
み
館
は

現
在
休
館
し
て
い
る
が
、
設
計

な
ど
は
既
に
で
き
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。
今
後
ど
う
し
て
い

く
の
か
。

西
吉
野
支
所
長　

五
新
鉄
道
跡

を
踏
ま
え
た
市
南
部
地
域
に
お

け
る
位
置
づ
け
、
今
後
の
「
き

す
み
館
」
の
在
り
方
を
検
討
し

て
い
く
。

吉
田　

現
在
の
五
條
市
に
と
っ

て
、
採
算
性
の
取
れ
る
施
設
を

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
城
戸

か
ら
川
岸
地
区
間
の
観
光
や
バ

ン
ガ
ロ
ー
、
キ
ャ
ン
プ
場
等
も

視
野
に
い
れ
て
考
え
て
も
ら
い

た
い
。

旧
庁
舎
跡
地
活
用
に
つ
い

て吉
田　

旧
庁
舎
跡
地
活
用
を
伺

う
。
本
町
１
丁
目
１
番
１
号
の

歴
史
あ
る
場
所
の
今
後
の
活
用

に
つ
い
て
。

総
務
部
長　

図
書
館
を
中
心
と

し
た
学
び
と
交
流
の
場
づ
く
り
、

新
町
と
連
携
し
た
観
光
交
流
拠

点
づ
く
り
に
資
す
る
も
の
と
し

整
備
を
検
討
す
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

利
用
に
つ
い
て

吉
田　

五
條
市
民
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
率
は
ど
れ

く
ら
い
か
。

す
こ
や
か
市
民
部
長　

２
月
20

日
現
在
50
・
15
パ
ー
セ
ン
ト
で

あ
る
。

吉
田　

市
内
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
保
険
証
と
し
て
利
用

で
き
る
医
療
機
関
は
い
く
つ
あ

る
の
か
、
ま
た
今
後
の
病
院
拡

充
の
考
え
は
。

す
こ
や
か
市
民
部
長　

市
内
の

医
療
機
関
は
５
か
所
、
薬
局
は

３
か
所
と
な
っ
て
い
る
。
医
師

会
等
に
対
し
て
保
険
証
利
用
の

協
力
依
頼
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

五
條
市
の
森
林
環
境
譲
与

税
の
使
途
に
つ
い
て

吉
田　

五
條
市
に
お
け
る
森
林

環
境
譲
与
税
の
使
途
に
つ
い
て

伺
う
。

産
業
環
境
部
長　

造
林
、
間
伐

作
業
等
の
森
林
整
備
等
に
関
す

る
普
及
啓
発
等
に
つ
い
て
使
用

し
て
い
る
。

吉
田　

令
和
４
年
度
の
事
業
に

つ
い
て
伺
う
。

産
業
環
境
部
長　

自
然
災
害
で

倒
木
等
の
被
害
に
遭
っ
た
森
林

の
整
備
事
業
と
間
伐
材
等
の
搬

出
事
業
を
計
画
し
て
い
る
。

吉
田　

通
学
路
に
か
か
る
市
道

の
危
険
な
立
木
の
伐
採
と
私
有

地
の
補
助
制
度
に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
整
備
部
長　

生
活
道
等
へ

の
影
響
も
見
受
け
ら
れ
る
こ
と

か
ら
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用

も
踏
ま
え
な
が
ら
、
今
後
補
助

が
で
き
な
い
か
検
討
を
進
め
て

ま
い
る
。

そ
の
他
の
一
般
質
問

五
條
市
立
西
吉
野
農
業
高
等
学

校
に
つ
い
て

４５ 一般質問

吉
野
川
増
水
に
よ
る
水
害

防
止
対
策
に
つ
い
て

大
谷　

平
成
29
年
10
月
の
台
風

21
号
で
も
住
宅
・
農
林
・
道
路
・

河
川
等
の
被
害
が
多
数
発
生
し

た
。
こ
の
中
に
は
吉
野
川
の
増

水
に
よ
り
上
野
公
園
や
シ
ダ
ー

ア
リ
ー
ナ
の
電
源
施
設
も
大
き

な
被
害
を
受
け
て
い
る
。
こ
の

時
の
吉
野
川
の
水
位
は
、
吉
野

川
沿
い
に
造
ら
れ
て
い
る
上
野

緑
地
公
園
の
駐
車
場
と
な
っ
て

い
る
場
所
を
越
え
て
上
野
公
園

内
に
入
っ
て
い
る
。
従
っ
て
吉

野
川
の
堤
防
の
高
さ
は
上
野
緑

地
公
園
の
駐
車
場
と
な
っ
て
い

る
場
所
の
高
さ
よ
り
高
く
す
る

よ
う
、
国
へ
要
望
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
堤
防
の
位
置

は
吉
野
川
の
幅
が
狭
く
な
る
と

対
岸
の
阪
合
部
地
区
へ
悪
影
響

を
与
え
る
の
で
、
上
野
公
園
側

へ
寄
せ
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
上

野
公
園
へ
た
ま
っ
た
浸
水
を
吉

野
川
へ
流
さ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
で
樋
門
を
必
要
数
設
置
し
、

揚
水
ポ
ン
プ
を
堤
防
建
設
時
に

設
置
す
る
よ
う
国
へ
要
望
す
る

こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
。
さ

ら
に
、
上
流
ダ
ム
の
緊
急
放
流

を
な
く
す
た
め
の
台
風
・
豪
雨

前
の
事
前
放
流
の
実
施
を
、
未

実
施
の
ダ
ム
管
理
者
へ
要
請
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長　

吉
野
川
の
堤

防
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省

和
歌
山
河
川
国
道
事
務
所
が
進

め
て
く
れ
て
い
る
。
上
野
地
区

の
堤
防
に
つ
い
て
は
予
算
が
配

分
さ
れ
れ
ば
、
野
原
西
地
区
、

二
見
地
区
と
並
行
し
て
進
め
て

い
く
と
聞
い
て
い
る
。
昨
年
の

５
月
に
は
市
長
出
席
の
も
と
、

国
と
合
同
で
現
地
視
察
を
行
い
、

要
望
し
て
い
る
堤
防
の
高
さ
や

位
置
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年

12
月
に
策
定
さ
れ
た
紀
の
川
水

系
河
川
整
備
計
画
に
基
づ
き
上

流
下
流
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
な

が
ら
整
備
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
。
樋
門
及
び
揚
水
ポ
ン
プ

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
支
川
の

箇
所
に
樋
門
を
設
置
す
る
と
聞

い
て
い
る
。
揚
水
ポ
ン
プ
は
、

左
岸
右
岸
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮

し
つ
つ
、
内
水
排
除
の
効
果
を

踏
ま
え
た
上
で
、
検
討
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

上
流
ダ
ム
の
緊
急
放
流
を
な
く

す
た
め
の
台
風
・
豪
雨
前
の
事

前
放
流
実
施
に
つ
い
て
は
、
大

滝
ダ
ム
・
大
迫
ダ
ム
・
津
風
呂

ダ
ム
・
一
ノ
木
ダ
ム
の
事
前
放

流
は
令
和
２
年
５
月
29
日
に
五
條

市
を
含
む
河
川
管
理
者
・
ダ
ム
管

理
者
・
関
係
利
水
者
に
よ
り
締
結

し
た
紀
の
川
水
系
治
水
協
定
に
基

づ
き
、
実
施
さ
れ
て
い
る
。

猿
谷
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
新
宮
川

水
系
治
水
協
定
に
基
づ
き
事
前
放

流
が
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
の
一
般
質
問

１　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　

阻
止
と
支
援
に
つ
い
て

２　

高
齢
者
の
外
出
支
援
と
し
て

　

の
公
共
交
通
の
拡
充
に
つ
い
て

３　

奈
良
県
域
水
道
一
体
化
計
画

　

の
問
題
と
対
策
に
つ
い
て


